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ジオポリマーは、福島第一原子力発電所の汚染水除染に用いられているゼオライトの安定化技術として着

目されている。チェコ・スロバキアでは、破損燃料由来のスラッジや使用済樹脂の固化材として用いられ

ている。本稿では、原子力発電所から発生する廃棄物に適用可能な固化技術の一例として、Cr で汚染され

たイオン交換樹脂をジオポリマー固化材である SIAL®で固化し、得られた結果と固化体の特徴を示す。 
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1. 緒言 

BWR の一部では、トーラス部の高経年化対策として、Cr を含有した防錆剤を用いている例がある。 

この防錆剤はイオン交換樹脂により吸着され、発電所に保管される。Cr 自身は六価クロムの形態の場合、

土壌への浸出を防止することが廃棄体を製作する上で要求される。 

2014 年,2015 年の秋の大会で報告の通り、ジオポリマー“SIAL®”は、スロバキアとチェコで認可を受け、

実際に使用されている固化材であり、硫酸ナトリウムを含む模擬廃液の固化を実施し、適用性を確認して

いる。この SIAL®を使用し、六価クロムを含むイオン交換樹脂の固化サンプルを製作し、浸漬水への溶出

試験の結果から、SIAL®を用いた固化体の信頼性と性能を確認した。これらは実験室規模の試験によって

実施・評価した。 

2. 実験 

(1) Cr を 8.6g/kg 含む模擬イオン交換樹脂を作製した。六価クロムの割合は約 50%とした。イオン交換樹

脂には、鉄、ナトリウム、カリウム、塩素、硝酸イオンをそれぞれ添加した。 

(2) 模擬固化体への廃棄物の充填率は、約 22wt%まで実施した。 

(3) 模擬固化体の特性評価として、圧縮強度試験、Cr（全 Cr、六価クロム）の浸漬水への溶出性を評価

し、模擬固化体の断面観察を実施した。 

3. 結論 

Cr を含むイオン交換樹脂を SIAL®を用いて固形化し、その高い信頼性を確認した。模擬固化体への充填

率は約 22wt%を達成した。模擬固化体の一軸圧縮強度は混錬 28 日後で 6.9MPa を示した。浸出率は Li

（ANSI/ANS の浸出率インデックス）で 9.6（全 Cr）、8.9（六価クロム）で高い保持性能示した。 

今後、SIAL®を用いた固形化技術、固形化プロセスの確立のため、実サンプルでの検証が必要である。 
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